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とこたっま決で会例定月12

民生費
・子ども子育て支援新制度による教育・保育に要する費用
・障害者自立支援給付事業金等
・生活保護費（扶助費・返還金等）

3,600万円
1,580万円
6,125万円

衛生費 ・農道に投棄された廃棄物の処理費 74万円

農林水産業費 ・雪害緊急対策事業各種補助金等 387万円

土木費 ・新作興橋耐震補強補修工事・除雪対策事業費等 2,325万円

全国大会などで活躍する玉穂中剣道部

教育費

・玉穂南小学校教室増築費
・中学校部活動全国大会出場補助金

1,728万円
650万円

総務費

・情報セキュリティ対策強靭化支援業務委託等
・市政10周年記念オリジナル婚姻届作成費
・ふるさと納税報償品

610万円
41万円
535万円

ふるさとづくり応援寄付金記念品のカタログ

諸支出金 ・財政調整基金積立金 2億6,947万円
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指定管理者の指定期間の変更（5案件）
次の5件の指定管理者の指定期間が平成28年3月31日をもって満了するため、
指定期間を1年間延長しました。

●中央市与一弓道場

●中央市豊富郷土資料館

●中央市交流促進センター・農産物直売所・農畜産物処理加工施設

●中央市シルク工芸館ふれあい館

●中央市豊富シルクの里公園

その他

報　告

市道において発生した車道内の瑕疵による事故に係る和解及び損害賠償額が決定し、
その報告がありました。

和解及び損害賠償額の決定

特別会計

国民健康保険特別会計補正予算 （4,172万円を追加）総額37億2,521万円

一般被保険者療養給付費（各種負担金）　4,817万円おもな内容

介護保険特別会計補正予算 （2,008万円を減額）総額18億3,871万円

おもな内容 介護サービス等諸費（各種負担金）　▲4,501万円
償還金（返還金）　　　　　　　　　　2,463万円

簡易水道事業特別会計補正予算 （279万円を追加）総額2億9,687万円

おもな内容 簡易水道事業費（修繕料）　270万円

下水道事業特別会計補正予算 （2,140万円を追加）総額13億1,401万円

おもな内容 公共下水道費（測量設計委託料・工事請負費）　2,140万円

農業集落排水事業特別会計補正予算 （498万円を追加）総額2億4,686万円

おもな内容 維持管理費（修繕料・消耗品等）　498万円

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算 総額5,927万円（470万円を追加）

一般管理費（通信運搬費・事務事業委託料）　219万円
維持管理費（事務事業委託料・工事請負費）　251万円

おもな内容



耕作放棄地の整備前（上）
と整備後（下）
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条例制定

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（マイナンバー法）の
施行に伴い、市の機関における個人番号の利用範囲及び情報連携について定めました。

［主な内容］

＊個人番号の利用に係る事務
　市の機関が個人番号を利用することができ、法規定されている事務（法定事務）及び法定事務以外
　の事務（独自利用事務）
＊特定個人情報の提供
　市の機関が他（教育委員会）との間において、法定事務を処理するための情報連携

（施行日　平成28年1月1日）

中央市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例

［主な内容］

＊農業委員会の委員の定数
　推進委員を委嘱する農業委員会においては、総会を機動的に開催できるよう現行の半分程度とされ、
　本市農業委員会の委員の定数は14人としました。

　法律の改正により、農業委員会の委員の選出は議会の同意を必要とする任命制とされ、規定によ
り委員の定数を定める必要があるため定めました。

中央市農業委員会の委員の定数に関する条例 （施行日　平成28年4月1日）

［主な内容］

＊農地利用最適化推進委員の定数
　本会の区域内農地面積100ヘクタール
　に1人の割合で設置できるため、本市
　農地面積1,170㌶に対する委員の定数
　を12人以内としました。

　法律の改正により、農地利用最適化推進委員が新設され、委員の定数を定める必要があるため定
めました。

中央市農地利用最適化推進委員の定数に関する条例
（施行日　平成28年4月1日）

推進委員の役割
自らの担当区域において、担い手への農地
利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・
解消等の地域における現場活動を積極的に
行うため、農業委員とは別に新設されました。
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条例改正

　番号法の施行に伴う各税の申請手続きにおける個人及び法人番号の利用や、滞納処分に関する徴
収の猶予・担保徴取等の明確化、及び身体障がい者等の軽自動車税減免の継続手続きについて改正
しました。
［主な内容］
※身体障がい者等の軽自動車税の継続手続きの簡素化
　前年に減免を受け、翌年以降その内容に異動がない場合、書類の添付などの手続きが省略されます。

中央市税条例 （施行日　平成28年1月1日　一部平成28年4月1日）

　下水道管渠並びにポンプ施設が市に移管されることに伴い、排水処理施設の使用者に対する使用
料等を定めるため改正しました。

中央市田富よし原処理センター条例 （施行日　平成28年4月1日）

　重度心身障害者医療費助成は、平成26年11月に窓口無料方式から自動還付方式となっていました
が、平成28年4月1日より、窓口無料化となります。15歳までの障がい者の方が医療機関を受診する
際の負担を軽減するように改正しました。
※議会からも支給方式の見直しについて要望しました。

中央市重度心身障害者医療費助成条例 （施行日　平成28年4月1日）

　個人番号カードを使用したコンビニエンスストアにおける証明書等の自動交付サービスの利用に
よる証明書発行手数料の額を改正しました。

中央市手数料条例 （施行日　平成28年4月1日）

コンビニエンスストアの多機能端末機で発行した際の手数料

（1）
（2）
（3）

戸籍の謄本若しくは抄本
印鑑登録証明
住民票の写し
戸籍の附票の謄本若しくは抄本

1通につき 350円（450円）
1件につき 200円（300円）

1件につき 200円（300円）

※カッコ内は通常窓口交付の手数料

　平成28年4月より「証明書コンビニ
交付サービス」を開始するため、個人
番号カードを使用し、コンビニエンス
ストアにおける多機能端末機を介して
印鑑登録証明書の交付の手続きを行う
ため改正しました。

中央市印鑑条例 （施行日　平成28年4月1日）

　全国のセブンイレブン・ローソン・ファミリー
マートの多機能端末機が設置されている店舗で、
住民票、印鑑登録証明書、戸籍関連の証明書が取
得できます。

【利用時間】
午前6時30分～午後11時（年末年始を除く）
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条例
制定
改正

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

その他 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成
27
年度
補正
予算

・中央市行政手続における特定の個人を識別するための
　番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
　び特定個人情報の提供に関する条例制定の件

・中央市農業委員会の委員の定数に関する条例制定の件

・中央市農地利用最適化推進委員の定数に関する条例制定の件

・中央市印鑑条例中改正の件

・中央市手数料条例中改正の件

・中央市税条例等中改正の件

・中央市田富よし原処理センター条例中改正の件

・中央市重度心身障害者医療費助成条例中改正の件

・一般会計補正予算（第3号）

・一般会計補正予算（第4号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

・介護保険特別会計補正予算（第3号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

・下水道事業特別会計補正予算（第2号）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

・田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第2号）

・指定管理者の指定期間の変更の件

・指定管理者の指定期間の変更の件

・指定管理者の指定期間の変更の件

・指定管理者の指定期間の変更の件

・指定管理者の指定期間の変更の件

とこたっま決で会例定月12



　
本
庁
舎
の
よ
り
具
体
的
な

整
備
方
針
や
、
2
支
所
の
機

能
な
ど
の
方
向
性
を
定
め
る

「
中
央
市
庁
舎
整
備
基
本
計

画
」
を
今
年
度
中
に
策
定
し

ま
す
。

　
中
央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進
委
員
会
で
、

方
向
性
や
具
体
案
な
ど
議
論

を
重
ね
、
市
の
特
性
を
生
か

し
た
現
実
味
あ
る
施
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
新
市
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

市
民
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

さ
ら
な
る
一
体
感
を
醸
成
す

る
日
と
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄

付
金
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
ネ
ッ
ト
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
で
の
決
済
や
、
返
礼
品
も

大
幅
に
拡
充
し
、
選
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
り
、
4
月
か
ら
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
、
住
民
票
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
関

連
の
証
明
書
が
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
滞
納
整
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

最
大
限
に
活
用
し
、
市
税
等

の
滞
納
者
に
対
し
、
納
付
相

談
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
を

す
る
な
ど
、
滞
納
整
理
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
廃
棄
さ
れ
た
り
、
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
使
用
済
小
型
家

電
を
回
収
・
再
生
し
、
貴
重

な
資
源
の
有
効
活
用
と
環
境

汚
染
の
防
止
や
、
市
内
の
ご

み
減
量
化
を
図
り
ま
す
。

　
市
と
3
企
業
で
相
互
協
定

を
締
結
し
、
平
成
28
年
4
月

に
市
に
移
管
さ
れ
ま
す
。
管

渠
の
修
繕
等
を
行
い
、
公
共

下
水
道
に
接
続
で
き
る
よ
う

整
備
を
進
め
ま
す
。

　
山
梨
県
と
静
岡
県
内
を
通

る
7
㎞
区
間
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
準
備
工
事
が
12
月
に
着

工
、
市
は
J
R
東
海
や
山
梨

県
に
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
公
共
施
設
の
管
理

者
と
し
て
補
償
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

親子教室のようす

告報政行の長市

7

中
央
市
長

田
中
久
雄

使
用
済
み
小
型
家
電
の

回
収
事
業

田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー

下
水
道
施
設
移
管

市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業

市
庁
舎
整
備

総
合
戦
略

市
税
等
の
徴
収
強
化

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

各
施
策
の
行
政
報
告

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
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耕作されず荒れた農地

破堤防止作業訓練のようす

市独自の施策を展開したい

どうなる農地再生
本市の目指す方向性は

福田　清美 議員

国
県
と
連
携
し
て
対
応
す
る

水
害
対
策
の
取
り
組
み
は

議
員

金
丸
　
俊
明

福
田
議
員
　
①
耕
作
放
棄
地

の
現
状
と
課
題
、
ま
た
再
生

利
用
可
能
な
農
地
と
再
生
利

用
困
難
な
農
地
と
の
区
分
は
。

②
農
業
基
盤
整
備
事
業
・
圃

場
整
備
は
。

③
農
家
の
法
人
化
・
企
業
参

入
支
援
は
。

④
特
定
地
域
再
生
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

農
政
課
長
　
①
9
割
が
豊
富

地
区
。
再
生
可
能
な
農
地
は

整
備
事
業
に
よ
る
解
消
を
図

る
が
、
利
用
困
難
な
農
地
は

農
振
除
外
に
よ
る
地
目
変
更

も
検
討
。

②
基
盤
整
備
事
業
は
地
区
要

望
を
受
け
事
業
採
択
の
準
備

金
丸
議
員
　
①
水
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
修
正
等
の
検
討
は
。

②
危
険
河
川
点
検
、
水
位
計

の
検
討
は
。

③
情
報
発
信
・
受
信
シ
ス
テ

ム
の
検
証
は
。

④
自
治
体
研
修
、
住
民
向
け

研
修
は
。

危
機
管
理
課
長
　
①
国
交
省

で
浸
水
想
定
区
域
図
を
28
年

3
月
公
表
予
定
で
作
成
中
。

そ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
新

た
な
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
を
検
討
す
る
。

②
今
年
度
は
消
防
団
と
合
同

で
巡
視
点
検
を
実
施
。
県
の

緊
急
点
検
、
補
修
も
実
施
さ

れ
た
。
水
位
計
は
早
急
に
設

置
さ
れ
る
よ
う
要
望
・
検
討
・

対
応
し
た
い
。

③
気
象
台
か
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
や

メ
ー
ル
、
国
や
県
の
水
位
シ

ス
テ
ム
や
土
砂
災
害
警
戒
シ

ス
テ
ム
か
ら
情
報
収
集
、
市

民
へ
は
、
防
災
無
線
や
メ
ー

ル
、
L
ア
ラ
ー
ト
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
等
で
情
報
発
信
し
て

い
る
。

④
液
状
化
被
害
の
視
察
を
実

施
し
た
。
県
主
催
の
防
災
研

修
会
へ
の
職
員
参
加
、
住
民

研
修
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
。

中
、
圃
場
整
備
に
つ
い
て
は

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
採

択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

③
現
在
、
本
市
で
も
6
名
の

新
規
就
農
者
が
お
り
、
給
付

金
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

県
に
お
い
て
、
法
人
へ
の
移

行
、
統
合
等
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
定
額
ま
た

は
2
分
の
1
に
相
当
す
る
額

の
補
助
制
度
が
あ
る
。

④
県
の
施
策
と
整
合
性
を
図

り
、
認
定
農
業
者
や
農
業
生

産
法
人
、
定
年
帰
農
者
、
企

業
の
参
入
な
ど
多
様
な
担
い

手
確
保
に
取
り
組
み
、
雇
用

の
創
出
に
つ
な
げ
ら
れ
る
計

画
と
な
る
よ
う
現
在
、
策
定

準
備
中
。
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意見交換に努める

地域の活性化は

斉藤　雅浩 議員

祭りのようす

問質般一

斉
藤
議
員
　
①
自
治
会
主
催

の
祭
り
等
へ
の
支
援
・
補
助

は
。

②
自
治
会
と
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
。

総
務
課
長
　
①
毎
年
、
活
動

推
進
交
付
金
と
し
て
、
交
付

し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
で
の
対
応
も
考
え
て

い
き
た
い
。

②
今
後
自
治
会
長
会
の
定
期

開
催
で
、
市
政
へ
の
提
言
や

自
治
会
運
営
の
懸
案
事
項
等

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
に
応
じ
臨
時
の
会
合
の
開

催
を
実
施
し
た
い
。

山
村
議
員
　
①
本
庁
舎
の
増

改
築
を
基
本
と
し
た
機
能
集

中
は
適
切
か
。

②
現
計
画
で
の
改
築
部
分
の

将
来
の
建
替
え
時
期
と
費
用

は
。

市
長
　
①
統
合
庁
舎
化
に
よ

り
効
率
的
な
行
政
運
営
、
防

災
拠
点
化
が
実
現
で
き
る
。

支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
活
用

も
検
討
す
る
。

②
31
年
度
に
改
築
し
事
業
費

6
億
円
、
建
て
替
え
は
築
60

年
と
な
る
28
年
後
の
平
成
59

年
度
で
、
10
億
円
の
見
込
み
。

山
村
議
員
　
リ
ニ
ア
開
通
を

踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
は
。

市
長
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
」
の
好
循
環
の
確
立
の

た
め
、
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用

基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現

公
共
施
設
の
統
廃
合
は

議
員

山
村
　
一

本庁舎として増改築される田富庁舎
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リニア特別委員会で視察したリニア実験線

保育園に登園する姉妹

沿線活用は
重要な課題と捉えている

リニア新幹線の問題点は

関　敦隆 議員

総
合
戦
略
に
基
づ
き
活
用

地
方
創
生
の
新
型
交
付
金
は

議
員

木
下
 
友
貴

関
議
員
　
①
日
照
阻
害
の
補

償
の
問
題
は
。

②
沿
線
の
側
道
活
用
は
。

③
沿
線
の
土
地
活
用
は
。

総
務
課
長
　
①
J
R
東
海
は

国
の
補
償
基
準
に
基
づ
い
て

対
処
す
る
と
し
て
い
る
。
今

後
開
催
さ
れ
る
測
量
結
果
を

基
に
し
た
説
明
会
で
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
J
R
に
対
し
明
確
な

方
針
を
求
め
る
。

②
本
市
内
で
は
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
と
新
山
梨
環
状
道
路
が

交
差
し
た
後
、
ほ
ぼ
平
行
し

木
下
議
員
　
新
型
交
付
金
の

今
後
の
活
用
計
画
は
。

市
長
　
現
在
、
地
方
創
生
先

行
型
の
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
た

9
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
28
年
度
当
初
予
算
に
計

上
が
見
込
ま
れ
る
新
型
交
付

金
の
要
綱
が
示
さ
れ
次
第
、

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

木
下
議
員
　
自
衛
隊
員
募
集

の
た
め
の
情
報
提
供
は
。

危
機
管
理
課
長
　
法
令
に
従

い
、
高
校
卒
業
予
定
者
と
同

年
齢
の
方
の
、
名
簿
提
供
と

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行
っ
て

い
る
。

木
下
議
員
　
保
育
園
へ
の
兄

弟
姉
妹
の
入
所
の
現
状
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
兄
弟
姉

妹
一
緒
の
入
園
は
、
入
園
基

準
の
優
先
順
位
を
高
く
設
定

し
運
用
し
て
い
る
。

て
走
る
た
め
、
緩
衝
帯
部
分

を
側
道
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

③
土
地
所
有
者
を
は
じ
め
、

地
区
住
民
の
意
見
を
伺
い
、

J
R
東
海
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
検
討
し
て

い
く
。
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早急に取り組みに向け
検討したい

高齢者の人間ドックは

小池　章治 議員

市の総合健診

問質般一

小
池
議
員
　
電
力
小
売
り
自

由
化
へ
の
対
応
は
。

市
長
　
導
入
事
例
の
調
査
、

新
電
力
の
供
給
能
力
や
導
入

効
果
、
課
題
な
ど
を
検
証
し
、

導
入
に
向
け
、
手
続
き
を
進

め
て
い
き
た
い
。

小
池
議
員
　
①
市
民
と
議
会

の
対
話
集
会
の
結
果
と
今
後

の
対
応
は
。

②
公
営
温
泉
運
営
の
検
討
は
。

市
長
　
①
自
治
会
長
会
議
の

役
員
会
を
定
期
開
催
、
懸
案

事
項
の
情
報
共
有
化
・
解
決

に
努
め
る
。

②
各
施
設
の
管
理
体
制
を
検

証
し
、
祝
日
開
館
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

市
民
全
体
で
理
解
を
深
め
る

障
が
い
者
へ
の
対
応
は

議
員

田
中
　
輝
美

導
入
を
検
討
し
て
い
る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド（
見
本
）

小
池
議
員
　
①
対
象
年
齢
の

拡
大
は
。

②
高
齢
者
の
脳
ド
ッ
ク
補
助

制
度
の
創
設
は
。

市
長
　
①
後
期
高
齢
者
医
療

連
合
で
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
市

の
要
綱
の
整
備
、
健
診
機
関

の
確
保
や
希
望
調
査
を
行
い

早
急
に
取
り
組
み
に
向
け
検

討
し
た
い
。

②
他
市
の
動
向
や
先
進
事
例

を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

田
中
議
員
　
①
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
導
入
は
。

②
福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ

体
制
は
。

③
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報

の
伝
達
は
。

市
長
　
①
一
見
、
障
が
い
者

と
分
か
ら
な
い
方
が
周
囲
に

支
援
を
求
め
る
際
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
は
有
効
。
導
入
に
向

け
、
カ
ー
ド
の
形
態
や
内
容

等
検
討
す
る
。

福
祉
課
長
　
②
障
が
い
の
種

別
に
応
じ
、
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
は
得
策
。
体
制
を

整
え
た
い
。

危
機
管
理
課
長
　
③
防
災
無

線
メ
ー
ル
、
N
N
S
甲
府
の

文
字
情
報
、
J
ア
ラ
ー
ト
、

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー

ル
、
N
H
K
の
テ
ロ
ッ
プ
等

を
活
用
し
、
情
報
提
供
し
て

い
る
。

田
中
議
員
　
①
コ
ン
ビ
ニ
へ

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
。

②
公
共
施
設
へ
の
設
置
場
所

と
設
置
方
法
は
。

危
機
管
理
課
長
　
①
十
分
設

置
効
果
が
期
待
で
き
る
。
導

入
を
検
討
し
た
い
。

管
財
課
長
　
②
25
カ
所
に
設

置
し
て
い
る
。
緊
急
時
に
備

え
、
維
持
管
理
を
適
切
に
行

い
、
設
置
場
所
を
周
知
徹
底

す
る
。
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秋・冬野菜栽培講座のようす

合併特例債対象事業で取得する甲府市の水源用地

水害対策に努める

防災・減災は

田中　清 議員

有
効
利
用
し
て
い
る

合
併
特
例
債
の
活
用
は

議
員

渡
辺
　
亨

田
中
議
員
　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
策
定
と
広
域
防
災
計
画
は
。

市
長
　
大
規
模
洪
水
を
想
定

し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定

に
向
け
取
り
組
む
。

　
水
害
時
の
避
難
場
所
の
精

査
、
対
岸
自
治
体
と
の
連
携

な
ど
計
画
策
定
を
検
討
す
る
。

田
中
議
員
　
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
は
。

教
育
長
　
経
済
的
に
就
学
困

難
な
児
童
生
徒
に
対
し
、
「
中

央
市
就
学
援
助
費
支
給
要
綱
」

に
基
づ
き
援
助
を
行
っ
て
い

る
。

渡
辺
議
員
　
①
合
併
特
例
債

の
執
行
状
況
は
。

②
基
金
の
積
み
立
て
は
。

③
32
年
ま
で
の
特
例
債
対
象

事
業
計
画
は
。

財
政
課
長
　
①
発
行
可
能
額

1
2
3
億
1
、
4
3
0
万
円
、

27
年
9
月
末
の
発
行
予
定
額

45
億
1
、
0
9
0
万
円
、
執

行
率
は
36
・
63
％
。

②
発
行
可
能
額
17
億
2
2
0

万
円
は
今
年
度
の
9
、

6
7
0
万
円
で
完
了
し
「
ま

ち
づ
く
り
振
興
基
金
」
へ
の

積
み
立
て
も
完
了
す
る
。

③
甲
府
市
水
源
用
地
取
得
、

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
庁
舎

統
合
整
備
、
豊
富
小
普
通
教

室
建
替
、
玉
穂
中
央
通
り
線

整
備
、
田
富
北
小
移
設
建
設
、

都
市
公
園
建
設
等
が
計
画
さ

れ
、
合
併
特
例
債
と
合
わ
せ

発
行
可
能
額
の
約
90
％
で
の

執
行
率
を
見
込
ん
で
い
る
。

渡
辺
議
員
　
①
浅
利
川
の
調

査
結
果
は
。

②
今
後
の
改
善
対
応
は
。

建
設
課
長
　
①
渇
水
期
で
も

地
下
水
が
高
く
、
湧
水
が
発

生
し
た
地
盤
高
と
ほ
ぼ
同
じ

高
さ
と
判
明
。
曽
根
丘
陵
や

笛
吹
川
と
の
複
合
的
な
影
響

と
考
え
ら
れ
る
と
の
回
答
。

②
今
後
県
は
堤
防
の
構
造
、

安
全
性
を
調
査
す
る
。
市
と

し
て
、
早
期
の
対
応
を
要
望

す
る
。

田
中
議
員
　
農
業
の
担
い
手

育
成
は
。

農
政
課
長
　
農
地
の
斡
旋
、

集
約
化
の
指
導
、
助
言
や
栽

培
技
術
の
研
修
と
併
せ
、
農

業
青
色
申
告
の
相
談
や
農
業

簿
記
等
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。



トーポレ会員委

13

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
制
定

〈
総
務
課
〉

問
　
番
号
法
は
複
数
の
課
で
取
り

扱
う
の
で
、
監
査
委
員
の
指
摘
に

も
あ
る
よ
う
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

も
含
め
窓
口
で
の
対
応
に
つ
い
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
用
意
が
必
要
と
思

う
が
対
応
は
。

答
　
監
査
委
員
の
指
摘
も
あ
り
、

今
市
民
課
が
中
心
に
な
っ
て
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
を
進
め
て
い
る
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
総
務
課
〉

問
　
防
犯
灯
管
理
事
業
で
修
繕
料

1
0
0
万
円
計
上
だ
が
、
修
繕
す

る
も
の
は
全
て
L
E
D
に
す
る
の

か
。
来
年
度
か
ら
防
犯
灯
の
補
助

金
要
綱
を
見
直
す
が
進
捗
状
況
は
。

答
　
基
本
的
に
L
E
D
。
要
綱
は

4
月
1
日
施
行
に
向
け
準
備
し
て

い
る
。

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
顔
承
認
シ
ス
テ
ム
と
は
具
体

的
に
。

答
　
個
人
番
号
交
付
時
の
申
請
時

に
目
視
で
窓
口
対
応
す
る
が
、
写

真
と
顔
が
一
致
し
な
い
場
合
に
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
認
証
す
る
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問
　
玉
穂
南
小
の
新
1
年
生
61
人

が
59
人
に
な
る
。
1
人
で
も
増
え

れ
ば
施
設
を
作
る
と
思
う
が
、
以

降
の
年
の
推
移
は
。

答
　
新
1
年
生
は
例
年
40
人
で
、

多
く
て
も
50
人
。
来
年
度
が
61
人

で
そ
れ
以
降
は
60
人
未
満
。

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
29
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
公
募
の
条
件
は
。

答
　
新
年
度
か
ら
準
備
に
入
る
。

提
案
型
で
行
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
た
民
間
活
力
を
生
か
す
。
提
案

い
た
だ
く
こ
と
で
指
定
管
理
が
う

ま
く
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

印
鑑
条
例
の
改
正

〈
市
民
課
〉

問
　
コ
ン
ビ
ニ
で
印
鑑
登
録
証
明

書
交
付
が
で
き
る
が
、
自
動
交
付

機
は
将
来
的
に
な
く
す
計
画
か
。

窓
口
交
付
は
残
る
と
思
う
が
、
交

付
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
4
月
か
ら
。

自
動
交
付
機
は
カ
ー
ド
普
及
も
あ

り
、
そ
れ
ら
を
見
て
と
考
え
て
い

る
。
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
自
体
は
窓

口
で
も
利
用
継
続
に
な
る
。
印
鑑

登
録
カ
ー
ド
を
持
っ
て
き
て
、
窓

口
で
取
る
こ
と
に
な
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
方
も
、
窓

口
へ
来
る
際
に
印
鑑
登
録
カ
ー
ド

が
必
要
で
、
併
用
し
て
い
た
だ
く
。

手
数
料
条
例
の
改
正

〈
市
民
課
〉

問
　
手
数
料
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
手
数
料
が
安

く
な
る
理
由
は
。

答
　
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
や
、

カ
ー
ド
普
及
も
あ
る
。

税
条
例
の
改
正

〈
税
務
課
〉

問
　
今
ま
で
の
地
方
税
法
と
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
は
。

答
　
換
価
の
猶
予
が
本
人
申
請
で

で
き
る
こ
と
と
、
担
保
を
徴
収
し

な
く
て
よ
い
基
準
の
額
50
万
円
を

1
0
0
万
円
以
下
に
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
環
境
課
〉

問
　
長
期
間
に
わ
た
る
不
法
投
棄

の
詳
し
い
状
況
を
。

答
　
周
辺
の
人
の
話
で
は
三
角
地

に
捨
て
て
あ
っ
た
。
個
人
所
有
地

で
、
突
然
農
道
に
捨
て
ら
れ
た
が
、

公
の
土
地
に
な
る
の
で
市
で
対
応
。

ソ
フ
ァ
ー
・
浄
化
槽
タ
ン
ク
や
看

板
。
人
物
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
捨
て
て
あ
る
。
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農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
制
定

〈
農
政
課
〉

問
　
農
業
委
員
14
人
の
地
域
割
り

は
。

答
　
各
地
区
か
ら
の
推
薦
が
あ
る
。

自
治
会
役
員
会
を
開
催
し
、
各
地

区
3
人
の
9
人
を
選
び
、
東
部
農

協
と
笛
吹
農
協
1
人
ず
つ
の
2
人
、

残
り
3
人
は
自
治
会
の
役
員
会
で

推
薦
。
1
月
に
農
業
委
員
の
推
薦
・

公
募
を
28
日
間
行
い
、
2
月
中
旬

に
委
員
候
補
者
の
評
議
委
員
会
を

開
催
し
候
補
者
を
絞
り
、
下
旬
に

市
長
に
報
告
。
3
月
議
会
で
同
意

を
得
て
4
月
に
農
業
委
員
と
し
て

委
嘱
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
制
定

〈
農
政
課
〉

問
　
適
正
化
推
進
委
員
の
仕
事
内

容
は
。
農
業
委
員
の
補
佐
と
の
こ

と
だ
が
、
12
人
の
地
域
割
り
は
。

答
　
3
地
区
で
4
人
ず
つ
を
考
え

て
い
る
。

田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
条
例

の
改
正

〈
下
水
道
課
〉

問
　
移
管
に
あ
た
り
住
民
説
明
会

で
の
雰
囲
気
や
、
そ
の
後
の
担
当

課
へ
の
問
い
合
わ
せ
状
況
は
。

答
　
説
明
会
は
富
士
観
光
開
発
と

下
水
道
課
で
11
月
に
行
っ
た
。
出

席
者
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
第
1
、
第

2
、
第
3
自
治
会
の
合
計
70
人
。

説
明
会
前
の
質
問
事
項
が
8
項
目

あ
り
、
答
え
た
が
そ
れ
以
降
の
市

へ
の
質
問
は
な
い
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
建
設
課
〉

問
　
田
富
・
玉
穂
・
大
津
線
の
今

年
度
の
事
業
内
容
と
進
捗
は
。

答
　
今
年
度
は
用
地
の
詳
細
設
計
、

道
路
設
計
が
固
ま
り
、
地
権
者
の

説
明
会
を
10
月
下
旬
に
行
っ
た
。

説
明
会
の
中
で
反
対
意
見
は
な
く
、

税
務
署
と
の
事
前
協
議
も
問
題
が

な
か
っ
た
。
数
件
用
地
交
渉
の
説

明
に
歩
い
た
が
、
税
務
署
か
ら
の

回
答
で
、
早
い
段
階
で
数
件
契
約

す
る
人
も
い
る
。

　産業土木常任委員会は、平成27年10月に
中央市田富よし原処理センター特別審議会
より再答申を受けた市への移管問題について、
閉会中の勉強会を開催しました。
　市では昭和52年度より、民間開発された
リバーサイドタウンおよび山梨県流通セン
ター、山梨県トラックターミナル地域内の
下水の最終処理を行っています。また、各
団体では、管渠・ポンプ等の下水道施設を
所有しています。
　よし原処理センターは、当時の厚生省所
管のコミュニティープラントとして、国庫
補助事業等により建設され、その維持管理は、
市と民間3企業が応分の負担率を定め運営し
ており、管渠・ポンプ等の補修は必要に応じ、
各企業が行ってきました。しかしながら、
開設後約38年が経過し、今後の災害時にお
ける対応等、安全性の確保のためにも、早

急に市への移管が望ましいとの説明を受け
ました。
　勉強会では、市当局の担当職員との活発
な意見交換を行い、概要・経過等に理解を
深め、今後予定される条例改正等の審議の
参考となるものでありました。

閉会中の常任委員会　調査・研究報告
日　時：平成27年10月30日（金）
テーマ：よし原処理センターの処理区域内下水道施設の市への移管
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　12月18日に行われたリニア中央新幹線
対策特別委員会では、市のリニア担当者
に出席を求め、9月から12月までにあった
リニア中央新幹線に関わる県・市の動き
や進捗状況が報告されました。
　委員からは、市の懇話会も未だ行なわ
れていない。市が先行して駅周辺の整備
構想を県に示す必要があるのではないか。
また、確実な計画を持って取り組み、国
の機関など将来的に確実に移転するもの
を見込んで開発計画をし、土地整備計画
を立ててほしい。などの意見がありました。
　担当者からは、来年度に構想策定を行い、
県に示す中で、市の意向を県の構想の中
に反映させて頂くとのことでした。

　合併特例債発行期限を5年後に控え、公共施
設等の全体を把握し、長期的視点に立って総合
的な管理を行うため、各公共施設の財源の充当・
維持管理・適正な配置・更新状況・今後の人口
推移等の見通しを踏まえ、3常任委員会合同に
よる勉強会を行い、市内の公共施設を視察しま
した。
　今回見えた課題として、公共施設の老朽化と
更新費用等の増大、社会情勢の変化による建物
施設のニーズの変化及び公共施設に充当できる
財源の限界など、公共施設等の総合的な管理に
よる老朽化対策を推進することは必要不可欠で
あることを認識しました。
　引き続き、議会と市民が情報を共有し、公共
施設の適正化を図っていくとともに「中央市公
の施設等市民検討委員会」が開催されますので、
勉強会を重ね、随時、報告していきます。

閉会中の常任委員会　調査・研究報告
◆日　時：平成27年11月11日（水）
◆テーマ：合併特例債発行期限を5年後に控え、庁舎総合問題等を
　　　　　含め蓄積する諸問題および市内公共施設の視察

市内公共施設を視察

　12月18日に行われた庁舎整備特別委員
会では、12月3日に行われた庁舎整備検討
委員会の状況について、議会を代表して
出席した議員から内容についての説明が
ありました。また、前回9月4日に行われ
た特別委員会では、全8章ある基本計画の
うち、第1章から第3章までの説明があり
ましたが、今回は第4章の「支所整備の基
本事項」、第5章の「本庁舎整備の基本事項」、
第6章の「本庁舎整備の事業計画」につい
ての説明が当局よりありました。
　特別委員会の委員からは、防災対策な
どの観点から防災対策室や危機管理課、
また非常用電源は2階にあったほうがいい
のではないかなどの意見がありました。
市では、この計画を市の広報やホームペ
ージで公表し、パブリックコメントを行
うとのことです。
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放射能で汚染され山積みされている汚染土

日　程：平成27年11月17日（火）～19日（木）
　　　　※今年は3常任委員会合同の視察研修を行いました。
研修先：福島県福島市（全国市議会議長会研究フォーラム）
　　　　宮城県名取市（東日本大震災被災現場）
　　　　茨城県常総市（鬼怒川堤防決壊による被災現場）
　　　　常磐自動車道沿線自治体（車窓から除染状況の視察）

　東日本大震災の被災地である福島市にお
いて開催されました全国市議会議長会研究
フォーラムは、災害対策や震災復興、地方
創生の課題と自治体の役割と関係について、
各分野における専門家や識者の方々との議
論が交わされ、復興の現状と課題について、
再認識した研修となりました。また、市内
にある除染情報プラザでは、福島第1原発の
事故により放出された主な放射性物質、そ
れに伴う汚染状況、空間線量、除染の原理
と対象となるエリア等、環境省担当職員よ
り詳細な説明を受け、活発な質疑を行いま
した。外部被ばくを減らすために、除染対
策等が実施されていますが、現在、その除
染に伴う大量の土壌や廃棄物等が仮置き場
や住宅の敷地、学校の校庭等に保管されて
おり、早期の搬出が大きな課題となってい
ます。

　空間線量が未だに高い地域もあり、屋外
の視察はできませんでしたが、車窓から見
た被災地の光景は、忘れることはないでし
ょう。
　一日も早い復旧、復興が望まれます。

　9月の関東・東北豪雨災害により、鬼怒川
が決壊し、被災した現場を11月19日に視察
しました。その場に立ち、テレビなどの報
道のとおり、1件の家が残され、すべて流さ
れた状況に津波の被害と同程度の被害に言
葉を失いました。
　あれから3ヶ月が経った12月10日、最後の
避難所となっていた石下体育館が閉鎖し、
24人の避難者が市内の旅館に移動した記事
を見ました。住宅の再建や転居に最大300万
円が支給され、申請数は945件に上っており、
被害の大きさを実感しました。
　国では、住民の迅速な避難行動を促す「タ
イムライン」などの対策を進め、被害を受

けた農家への救済策を打ち出しました。
　もし、中央市にこのような災害が起きた
らと考えると、広域による防災対策が急務
であると考えます。

鬼怒川の堤防決壊で被害のあった茨城県常総市
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広報編集委員会29日

9月

2市1町正副議長事務局会議
稲穂まつり
議会運営委員会
会派代表者会

2日
3日
6日

11月

茨城県行方市議会運営委員会視察研修受入
広報編集委員会
大分県佐伯市議会経済産業常任委員会行政視察研修受入
山梨県市議会議長会定期総会
行政改革推進委員会
田富よし原処理センター特別審議会
中央市庁舎整備市民検討委員会
リニア中央新幹線甲府駅西部沿線地域活性化対策協議会
産業土木常任委員会閉会中の勉強会

7日
8日
16日
22日

23日
27日
29日
30日

10月

3常任委員会合同閉会中の勉強会
中央市議会議員視察研修
一般質問通告調整会議
中央市まち・ひと・しごと創生推進委員会
リニア中央新幹線甲府圏域建設促進協議会
議員全員協議会
中央市庁舎整備市民検討委員会先進地視察研修

11日
17～19日

20日

24日
26日
27日

1日

3日
8日
10日
15日
18日

22日

議会運営委員会
会派代表者会
中央市庁舎整備市民検討委員会
第4回定例会開会
中央市まち・ひと・しごと創生推進委員会
中央市公の施設等市民検討委員会
庁舎整備特別委員会
リニア中央新幹線対策特別委員会
第4回定例会閉会

12月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

3月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。平成28年3月定例会の予定

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

開　会
総務教育常任委員会
厚生常任委員会
産業土木常任委員会
一般質問

（火）
（金）
（月）
（火）
（水）

3月1日
4日
7日
8日
9日

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

一般質問
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
閉　会

（金）
（月）
（火）
（水）
（金）

11日
14日
15日
16日
18日

　議会改革の新たな取り組みとして始まった「市民と議

会の対話集会」を開催します。

　今回も前回（平成27年7月15日）と同じく、市内の自

治会長方と対話集会を行いますが、玉穂中学校および田

富中学校の中学校区別に分けて、それぞれの自治会長方

と「地域の環境問題」をテーマとし、また、議会活動の

ご報告や市政について、意見交換を行います。

　次のとおり開催しますので、各自治会長方のご参加を

お願いします。

玉穂中学校区
日時：2月3日（水）午後7時～

場所：玉穂総合会館

田富中学校区
日時：2月5日（金）午後7時～

場所：田富総合会館

日程






